
合
を
示
す「
生
涯
未
婚
率
」は

２
０
１
５
年
に
男
性
23・
7

％
、女
性
14・6
％
。
非
正
規

労
働
者
が
約
４
割
に
増
え
金

銭
的
理
由
で
結
婚
を
た
め
ら

う
人
が
増
え
た
こ
と
を
要
因

に
挙
げ
て
い
る
▼
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

世
界
３
位
だ
が
、
人
間
の
豊

か
さ
を
は
か
る
医
療
、教
育
、

福
祉
充
実
度
で
の
国
別
指
数

は
20
位
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
24
ケ
国

中
）。
相
対
的
貧
困
率
で
も

日
本
は
上
位
５
番
目
▼
繰
り

返
さ
れ
る
過
労
死
。
残
業
月

１
０
０
時
間
の「
働
き
方
改

革
」、
死
ぬ
ま
で
残
業
を
政

府
が
認
め
る
。
そ
こ
に
個
人

の
人
権
は
な
い
▼
安
倍
首
相

は
外
国
に
開
発
援
助
と
称
し

て
数
兆
円
の
血
税
を
ば
ら
ま

く
。
か
た
や
国
内
で
は
子
ど

も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
と

い
わ
れ
、
子
ど
も
・
高
齢
者

が
地
域
で
居
場
所
を
な
く
し

て
孤
立
し
て
い
る
。「
共
謀

罪
」法
案
で
は
、
国
民
に
嘘

を
強
弁
し
強
権
国
家
へ
導
く

策
略
も
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ

て
き
た
▼
中
島
み
ゆ
き
さ
ん

の「
宙そ

ら

船ふ
ね

」の
一
説
に「
お
前

が
消
え
て
喜
ぶ
も
の
に
お
前

の
オ
ー
ル（
櫓ろ

）を
任
せ
る

な
」と
あ
る
。
人
間
ら
し
い

生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

日
本
と
い
う
船
の
オ
ー
ル
は

絶
対
に
安
倍
自
公
政
権
に
任

せ
て
は
い
け
な
い
。
沈
没
し

て
か
ら
で
は
遅
い
の
だ（
広
）

道
新
一
面
に「
生

涯
未
婚
率
最
高
更

新
」と
い
う
見
出

し
。
50
歳
ま
で
一

度
も
結
婚
し
た
こ

と
の
な
い
人
の
割

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

認
知
症
の
お
そ
れ
の
あ
る
高

齢
運
転
者
の
交
通
事
故
が
社

会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
庁
は
平
成
27
年
の
75

歳
以
上
運
転
者
の
死
亡
事
故

件
数
が
75
歳
未
満
の
２
倍
以

上
で
、
そ
の
約
半
数
が
事
故

前
に
「
認
知
症
の
お
そ
れ
、

ま
た
は
認
知
機
能
低
下
の
お

そ
れ
あ
り
」
と
判
定
さ
れ
て

い
た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
３

月
12
日
に
道
路
交
通
法
が
改

正
さ
れ
、
高
齢
運
転
者
の
認

知
症
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
高
齢
者
運

転
の
不
安
広
が
る

　
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て

地
域
の
高
齢
者
、
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
道
北

勤
医
協
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
今
由
佳
理
さ
ん
は
、「
最

近
、
高
齢
運
転
者
の
ブ
レ
ー

キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違

い
等
に
よ
る
交
通
事
故
の
報

道
が
世
間
を
騒
が
し
て
い
ま

す
。
家
族
か
ら
『
認
知
症
状

が
あ
る
父
親
の
運
転
を
止
め

さ
せ
た
い
。
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
』
等
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
」
と
心
配
と
不
安

の
声
が
地
域
に
広
が
っ
て
い

る
実
態
を
語
り
ま
す
。

法
改
正
で
認
知
症

対
策
強
化
す
す
む

　
３
月
改
正
の
道
路
交
通
法

で
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
運

転
者
の
認
知
症
対
策
と
し
て

３
年
に
１
度
、
免
許
証
の
更

新
時
の
み
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た「
認
知
機
能
検
査
」

を
、
改
正
後
は
認
知
機
能
が

低
下
す
る
と
起
こ
し
や
す
い

「
18
の
違
反
行
為
」
が
あ
っ

た
場
合
、
３
年
を
待
た
ず
に

臨
時
で
「
認
知
機
能
検
査
」

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
18
の
違
反
行
為
」と
は
、

赤
信
号
無
視
・
通
行
禁
止
の

道
路
を
通
行
・
一
時
停
止
せ

ず
交
差
点
に
進
入
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に「
認
知
機
能
検
査
」

の
結
果
“
認
知
症
の
お
そ
れ

あ
り
”
と
判
断
さ
れ
た
方
は

「
臨
時
適
正
検
査
」
で
専
門

医
の
診
断
を
受
け
る
か
、
診

断
書
の
提
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
が
認
め
ら
れ
た
場

合
や
検
査
を
受
け
な
か
っ
た

場
合
は
免
許
の
取
り
消
し
か

停
止
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
条
通
病
院
の
も

の
忘
れ
外
来
で
は
、

こ
の
「
臨
時
適
性
検

査
」、
診
断
書
の
記

載
が
可
能
で
す
。
予

約
制
で
す
の
で
、
必

要
な
方
は
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

免
許
返
納
者
の
移

動
手
段
へ
の
公
的

支
援
が
必
要

　
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
、
今
さ
ん
は

「
法
的
に
は
厳
し
く

取
り
締
ま
り
つ
つ
も
、
国
の

政
策
と
し
て
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
高
齢
運
転
者
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
の
助
成
支
援

等
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
高
齢
運
転

者
対
策
へ
の
法
的
整
備
に
併

せ
て
、
免
許
返
納
者
の
移
動

手
段
へ
の
公
的
支
援
の
重
要

性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
簡
易
検
査
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
一
条
通
病
院
で
は
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
認
知
症
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
「
も
の
忘
れ

相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
を
み
つ
け
る
の
に
最
も

重
要
な
質
問
を
用
い
た
簡
単

な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
時
間
も

５
分
程
度
で
済
み
ま
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
ご
心
配

の
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お知らせ
　「道北の医療」のご愛読ありがと
うございます。
　次号６月号では５月27日に開催
される道北勤医協第57回通常社員
総会ついて特集します。総会開催日
との関係で次号の発行日、配達が遅
れますのでご了承ください。

２
０
１
７
年
３
月
道
路
交
通
法
改
正

高
齢
運
転
者
の
対
策
強
化

検
査
、診
断
に
一
条
通
病
院「
も
の
忘
れ
外
来
」が
対
応

道路交通法改正後の
70歳以上の運転免許更新等の流れ

高齢者講習
（合理化）２時間

高齢者講習
（高度化）３時間

臨時適性検査
又は

診断書提出命令

臨時高齢者講習
２時間

75
歳
未
満

臨
時

認
知
機
能
検
査

認知症のおそれ
認知機能低下のおそれ
認知機能の心配なし

検
査
結
果
が
前
回

よ
り
悪
く
な
っ
て

い
る
場
合

75
歳
以
上

運転免許証を更新するとき

更
新
時
の

認
知
機
能
検
査

認知機能の心配なし
認知機能低下のおそれ
認知症のおそれ

75
歳
以
上

一定の違反行為をしたとき

タッチパネルを用いた認知症簡易検査

●�小児科では５月８日より、ホームページからの診療
予約を開始します。パソコン、スマートフォンなど
で一条通病院小児科ホームページにアクセスし、予
約ページからご予約ください。
●�ご予約受付はもちろん、予約空き状況確認、予約日
の確認など24時間可能です。
●�また、予約日前日に「まもなく予約日メール」が届
きます。
●�詳しい操作方法などは小児科ページ内でご確認の
上、ぜひご利用ください。

ホームページから診療予約ができるようになります

一条通病院小児科5／8～

【ホームページは「一条通病院小児科」
で検索か、右のQRコードからアク
セスしてください】

(1) 道 北 の 医 療第493号 2017年５月1日

2017年５月１日
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〒078-8341 旭川市東光１条１丁目
　　 ＴＥＬ　0166－33－1117
　　 ＦＡＸ　0166－32－6925
　　  Ｅメール tomonokai@dohoku-kinikyo.or.jp
　　 発行者　八重樫典生
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道北勤労者医療協会
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宗 谷 医 院	 稚内市末広３丁目 （稚）24‐1117
ながやま医院	 旭川市永山５条11丁目  46‐2211
一条クリニック	 旭川市東光１条１丁目  34‐1136
かたくりの郷（老健）	旭川市神楽３条４丁目  63‐1165
東光ぬくもりポート	旭川市東光１条１丁目  34‐2917
一条ケアセンター	 旭川市東光１条１丁目  31－1152
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第493号道 北 の 医 療 (2)2017年５月１日

看
　
護
　
師
　
紺
藤
ゆ
り
の

看
　
護
　
師
　
家
入
　
菜
摘

理
学
療
法
士
　
西
舘
　
礼
唯

作
業
療
法
士
　
髙
橋
　
鴻
希

作
業
療
法
士
　
金
澤
　
秀
定

作
業
療
法
士
　
板
坂
　
歩

作
業
療
法
士
　
藤
田
　
和

作
業
療
法
士
　
武
蔵
　
将
輔

社
会
福
祉
士
　
成
田
恵
梨
香

介
護
福
祉
士
　
川
地
明
寿
香

介
護
福
祉
士
　
島
田
　
歩
実

　
４
月
１
日
、
２
０
１

７
年
度
入
職
式
が
行
わ

れ
、
11
人
の
新
入
職
員

を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
鈴
木
和
仁

理
事
長
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
が
あ
り
、
八
重
樫
典

生
専
務
理
事
か
ら
民
医

連
職
員
の
心
構
え
と
道

北
勤
医
協
を
紹
介
す
る

話
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

ち
な
が
ら
暮
ら
さ
ざ
る
を
得

ず
、
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
く

て
も
帰
れ
な
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

６
年
が
過
ぎ
、
い
ま
だ
避
難

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
は

約
８
万
２
千
人
、
震
災
関
連

死
も
２
千
人
を
超
え
て
さ
ら

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
国
と
東
電
の
責
任

を
問
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
後

始
末
の
つ
け
ら
れ
な
い
原
発

を
な
く
す
た
め
の
運
動
を
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

道
北
勤
医
協
本
部
事
務

　
樋
原
義
人

も
、
特
に
小
さ
な
子
供
が
い

る
家
庭
な
ど
は
心
情
的
に
不

安
が
大
き
い
の
で
す
。

　
い
わ
き
市
は
県
内
最
多
の

２
万
４
千
人
が
避
難
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
市
役
所
等

の
公
共
施
設
に
「
被
災
者
帰

れ
」
の
落
書
き
が
さ
れ
る
な

ど
、
格
差
社
会
を
背
景
に
補

償
金
へ
の
羨
み
な
ど
か
ら
心

の
分
断
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
を
め
ぐ
る
夫

婦
間
の
分
断
、
地
元
の
食
品

の
放
射
線
影
響
を
め
ぐ
る
若

者
と
高
齢
者
の
対
立
な
ど
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
福
島
で
は
今

も
な
お
、
見
え
な
い
放
射
能

の
影
響
に
健
康
不
安
を
も

進
み
、
線
量
も
下
が
っ
て

い
ま
し
た
が
、
自
宅
が
荒
れ

放
題
だ
っ
た
り
、
病
院
、
学

校
、
ス
ー
パ
ー
等
の
生
活
基

盤
の
復
旧
が
不
十
分
で
あ
る

な
ど
、
住
民
が
帰
っ
て
も
す

ぐ
に
は
元
の
暮
ら
し
に
戻
れ

な
い
こ
と
は
明
白
な
状
況
で

　
３
月
24
日
か
ら
３
日
間
、

い
わ
き
市
を
拠
点
に
双
葉

町
、
大
熊
町
な
ど
の
帰
還
困

難
地
域
、浪
江
町
、富
岡
町
な

ど
の
３
月
末
に
避
難
解
除
さ

れ
る
地
域
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
避
難
解
除
さ
れ
る
地
域
の

中
心
部
や
住
宅
地
は
除
染
が

し
た
。
　

　
こ
れ
ま
で
に
帰
還
宣
言

し
た
自
治
体
に
帰
っ
た
方

は
対
象
者
の
13
％
程
度
、

し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
高
齢

者
と
い
う
実
態
で
す
。
帰

れ
な
い
大
き
な
理
由
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
放
射
線
量
へ
の
不
安

で
す
。
除
染
を
行
い
、
科

学
的
に
大
丈
夫
と
さ
れ
て

週
土
曜
日
の
11
時
30
分
か
ら

１
条
買
物
公
園
で
街
頭
宣
伝

行
動
を
行
い
、
市
民
へ
の
周

知
と
反
対
署
名
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
と
友
の
会
連

合
会
は
こ
の
行
動
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
３
０
０
０
筆

を
目
標
に
反
対
署
名
を
集
め

ま
す
。

　
共
謀
罪
法
案
の
創
設
を
許

さ
な
い
た
め
に
署
名
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
道

北
勤
医
協
の
加
盟
す
る
全
日

本
民
医
連
で
は
５
月
末
ま
で

に
、
全
国
で
「
共
謀
罪
の
創

設
に
反
対
す
る
緊
急
統
一
署

名
」（
以
下
、反
対
署
名
）を
、

盗
聴
な
ど
で
日
常
会

話
、
電
話
、
メ
ー
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
監
視

し
、
検
挙
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
嘘

の
密
告
で
の
冤
罪
や
、

お
と
り
捜
査
で
共
謀
罪

を
成
立
さ
せ
る
団
体
つ

ぶ
し
も
行
わ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。

　
現
在
、
共
謀
罪
の
創

設
阻
止
に
向
け
て
の
運

　
安
倍
政
権
は
憲
法
を
踏
み

に
じ
り
、
数
の
力
で
法
案
を

強
行
採
決
、
可
決
す
る
と
い

う
暴
走
政
治
を
進
め
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
の
国
民
へ

の
情
報
隠
し
に
つ
な
が
る
特

定
秘
密
保
護
法
、
２
０
１
５

年
の
憲
法
違
反
で
あ
る
他
国

の
戦
争
で
の
武
力
行
使
を
容

認
し
た
戦
争
法
に
続
き
、
今

度
は
国
民
の
人
権
を
侵
害
し

監
視
社
会
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
の
あ
る
共
謀
罪
を
創
設
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
案
は
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
思
想
・
良
心
の
自

由
、
人
の
内
心
に
ふ
み
こ
み

処
罰
す
る
法
律
で
す
。
捜
査

キ
ラ
リ
光
る
新
入
職
員

次
代
を
担
う
11
人
が
入
職

署名を広げよう‼

原
発
事
故
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

～
現
地
で
み
た
今
の
福
島 

視
察
報
告
～

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
６
年

期待の新入職員。理事長、専務を囲んで

日　　時　６月３日（土）
　　　　　午後12時30分受付開始
　　　　　午後１時開会
場　　所　一条クリニック３階会議室
学習講演　「憲法について（仮）」

札幌弁護士会　池田賢太弁護士

第25回 友の会連合会総会
のお知らせ

線路工事が進む富岡駅周辺

浪
江
Ｉ
Ｃ
近
く
の
線
量
計

職員と友の会合同での街宣参加（4月15日）

対
象
と
な
る
組

織
的
犯
罪
集
団

の
定
義
も
あ
い

ま
い
で
、
捜
査

機
関
の
判
断
次

第
で
適
法
な
市

民
団
体
な
ど
も

20
万
筆
を
目

標
に
集
め
ま

す
。

　
ま
た
、旭

川
市
で
は
民

主
団
体
が
協

力
し
て
、
毎

パンフを配布する職員

共謀罪創設（テロ等
準備罪）を許さない

医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
内
科
総
合
医
と
し

て
診
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
道
北
勤
医
協
で
は
一
条
通
病
院

病
棟
、在
宅
医
療
、一
条
ク
リ
ニ
ッ

ク
外
来
診
療
を
担
当
し
ま
す
。

　
５
月
１
日
か
ら
、
道
北
勤
医
協

の
常
勤
医
師
と
し
て
阿
藤
知
香
子

道
北
勤
医
協
に

阿
藤
知
香
子
医
師
が
参
加

内科医。

2005年
東京女子医科大学
卒業。

同年４月
小豆沢病院入職、
医師として勤務
開始。

2012年４月
丸瀬布厚生病院
入職。

2017年５月
道北勤医協入職。

東京都板橋区出身。

略歴



みんなの
医療講座

シリーズ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私

に
宗
谷
医
院
の
皆
さ
ん
は
一

つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
病
棟
勤
務
の
時
は
退
院
後

の
自
宅
で
の
過
ご
し
方
な
ど

は
知
り
得
な
か
っ
た
こ
と

で
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
職

種
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

きらり☆ナース
宗谷医院で学び、

患者さんに寄り添う看護師に
高橋　舟子宗谷医院

る
人
た
ち
の
架
け
橋
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
何
か
少
し
で
も
皆
さ
ん

の
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

救
急
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
今
回
は
「
救
急
蘇
生
法
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
救
急
蘇
生
法
と
い
う
と

き
、
す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸

は
、
厳
密
に
は
「
心
肺
蘇
生

法
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
救
急
蘇
生
法
」
に

は
、
こ
の
「
心
肺
蘇
生
法
」

の
他
に
、「
気
道
異
物
（
の

ど
に
物
を
詰
ま
ら
せ
る
こ

と
）除
去
法
」も
含
み
ま
す
。

　
意
識
消
失
や
呼
吸
停
止
が

起
き
た
と
き
に
脳
へ
の
酸
素

供
給
が
途
絶
え
る
と
、
１
分

　
今
ま
で
病
棟
勤
務
し
か
経

験
の
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、宗
谷
医
院
は
訪
問
看
護・

訪
問
診
療
・
外
来
と
未
知
の

世
界
で
あ
り
、
何
も
か
も
が

初
め
て
で
右
も
左
も
わ
か
り

関
わ
っ
て
い
る

の
か
な
ど
あ
ま

り
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
宗
谷
医
院
で

働
く
よ
う
に
な

り
、
様
々
な
職

種
が
し
っ
か
り

連
携
し
て
い
る

こ
と
が
自
宅
療

養
を
望
ん
で
い

ご
と
に
救
命
率
が
10
％
弱
の

割
合
で
下
が
っ
て
い
く
の

で
、
そ
の
場
に
い
る
人
が
ま

ず
心
肺
蘇
生
を
開
始
で
き
る

こ
と
で
救
命
率
が
上
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
一
般
市
民
向
け

に
、
救
急
蘇
生
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
講
座
が

さ
ま
ざ
ま
な
所
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
ま
た
最
近
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
＝
電
気

シ
ョ
ッ
ク
装
置
）
の
配
備
が

公
共
施
設
に
行
き
渡
っ
て
き

た
の
で
、２
０
１
５
年
の「
一

次
救
命
処
置
手
順
」
の
改
訂

に
お
い
て
も
、
早
期
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
医

師
会
で
も
市
民
の
方
々
が
緊

急
時
に
慌
て
ず
対
処
で
き
る

よ
う
に
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
も

見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
設
け
て
い

る
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。日本医師会

救急蘇生

救
急
蘇
生
の
基
本
手
順

医
師
会
ポ
ス
タ
ー
（
左
上
）

参
照

１：ま
ず
反
応
の
確
認

　
軽
く
た
た
い
た
り
、
大
声

で
呼
び
か
け
て
何
ら
か
の
応

答
が
あ
る
か

２： 反
応
が
な
い
と
き
は
、

ま
ず
１
１
９
番
通
報

　
救
急
隊
の
方
か
ら
現
在
場

し
て
い
る
時
は
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
開
始

５： Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
は
心
拍
の
検
出

機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心

停
止
確
認
の
た
め
に
も
近
く

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
準
備
し

て
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
置
の
蓋
を
開
い

て
、
電
源
を
入
れ
る
と
自
動

的
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
よ
く
聴
い
て
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
児
の
救
急
蘇
生

　
小
児
の
場
合
に
つ
い
て

も
、
前
記
の
医
師
会
サ
イ
ト

内
に
以
下
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。

子どもの一次
救命処置

　
緊
急
時
の
確
認
手
順
は
小

児
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
体
格

の
違
い
が
あ
る
の
で
力
が
入

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
１
歳

未
満
で
は
「
指
で
」
押
す
、

乳
児
か
ら
児
童
で
は
「
片
腕

で
」、
大
人
と
同
じ
体
格
が

あ
れ
ば
「
両
手
を
重
ね
て
」

と
な
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着
も
同
じ
で

す
。
小
児
用
の
パ
ッ
ド
が
入

っ
て
い
れ
ば
、
そ
ち
ら
を
使

用
し
ま
す
が
、
入
っ
て
い
な

け
れ
ば
成
人
と
同
様
の
使
用

で
か
ま
わ
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
つ
の
パ
ッ
ド
が
く

っ
つ
か
な
い
よ
う
に
だ
け
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
日
本
救
急
医
学
会

の
サ
イ
ト
に
わ
か
り
や
す
い

説
明
が
あ
り
ま
す
。

日本救急医学会
ＡＥＤとは

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
示
す
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ー
ク
（
左
図
参
照
）

を
提
示
し
ま
す
の
で
、
よ
く

行
く
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
一
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

喉
に
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
は

　
最
後
に
、
喉
に
物
を
詰
ま

ら
せ
て
い
る
と
き
に
つ
い
て

も
、
前
記
の
医
師
会
サ
イ
ト

内
に
以
下
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。

気道異物除去
の手順

手
順
の
基
本
は
、

１： 「
親
指
と
人
差
し
指
で
喉

を
掴
む
仕
草
」
の
窒
息

の
サ
イ
ン
を
そ
の
周
囲

の
人
が
早
く
み
つ
け
て

対
処
す
る
こ
と
が
救
命

の
要
と
な
り
ま
す
。

２： 発
見
時
す
で
に
反
応
が

な
く
な
っ
て
い
れ
ば
、

１
１
９
番
通
報
し
た
上

で
、
す
で
に
述
べ
た
心

肺
蘇
生
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

３： ま
だ
、
苦
し
そ
う
に
す

る
反
応
が
あ
れ
ば
、「
気

道
異
物
除
去
法
」
を
行

い
ま
す
。

　
小
児
や
妊
婦
な
ら
ば
「
背

中
か
ら
叩
く
」
の
み
、
妊
婦

以
外
の
成
人
な
ら
ば
「
背

後
か
ら
抱
え
て
両
手
を
腹
部

で
握
っ
て
腹
部
を
突
き
上
げ

る
」、「
背
中
か
ら
叩
く
」
を

両
方
試
み
ま
す
。
そ
れ
で
も

効
果
が
無
く
意
識
を
失
っ
た

り
反
応
が
な
く
な
っ
た
ら
、

１
１
９
番
通
報
し
た
上
で
、

心
肺
蘇
生
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
急
変
し
た
人
が
一
人
で
も

多
く
助
か
る
よ
う
に
、
一
次

救
命
処
置
に
つ
い
て
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ＡＥＤマーク

出典元　公益社団法人	日本医師会　『救急蘇生法サイト』
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所
と
倒
れ
て
い

る
人
の
状
態
を

聴
か
れ
ま
す
の

で
焦
ら
ず
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　
周
囲
に
人
が

居
れ
ば
、
手
分

け
し
て
、
１
１

９
番
通
報
し

て
も
ら
い
つ

つ
、
３
を
行
い

ま
す
。
一
人
し

か
居
な
い
と
き

は
、
１
１
９
番

通
報
し
て
か

ら
、
３
へ

３： 呼
吸
の
確

認
４： 呼
吸
が
な

い
時
、
ま

た
は
異
常

な
呼
吸
を

道 北 の 医 療第493号(3) 2017年５月１日



友の会
　だより
各地からのトピックス

(4)第493号2017年５月1日 道 北 の 医 療
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も
新
入
学
の
時
期
に
は
教
材
を
深

川
や
近
隣
の
町
の
学
校
に
販
売
に

行
く
そ
う
で
す
。

　
町
内
会
で
は
役
員
を
担
い
、
主

な
活
動
と
し
て
月
１
回
、
地
域
の

高
齢
者
が
40
～
50
人
集
ま
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
昼
食
を
作
り

提
供
し
て
い
ま
す
。
大
変
な
作
業

クロスワードパズル 337
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 

ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①
陰
暦
５
月
の
異
名
。〇
〇
〇
月
。

③
〇
〇
を
振
る
。

⑤
二
つ
の
も
の
が
ひ
ど
く
違

っ
て
い
る
事
の
例
え
。
月

と
〇
〇
〇
〇
。

⑦
作
り
直
す
こ
と
。
も
う
一

度
作
る
こ
と
。

⑨
〇
〇
デ
レ
。

⑩
日
の
入
り
。
日
〇
〇
。

⑫
〇
〇
〇
〇
〇
罪
、Ｎ
Ｏ
！
。

⑮
積
乱
雲
か
ら
降
る
大
粒
の
氷
。

⑯
山
の
い
た
だ
き
。

 

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
県
が
設
立
管
理
。〇
〇
〇
〇
高
校
。

②
昼
寝
。

③
〇
〇
ラ
イ
タ
ー
。

④
数
字
合
わ
せ
に
よ
る
ゲ
ー

ム
の
ひ
と
つ
。

⑥
江
戸
時
代
に
使
用
さ
れ
た

捕
り
物
道
具
の
ひ
と
つ
。

⑧
無
〇
〇
〇
〇
。〇
〇
〇
〇
証
。

⑪
桜
の
〇
〇
〇
が
膨
ら
む
の

は
い
つ
頃
？
。

⑬
四
字
熟
語
。〇
〇
質
虎
皮
。

⑭「
畝
」
の
読
み
方
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
く
み
あ

わ
せ
て
、
あ
る
こ
と
ば
（
ヒ

ン
ト
参
照
）
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
答
え
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
各

院
所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」

に
、
お
名
前
、
住
所
を
記
入

の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

① ② ③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑮ ⑯

ま
す
（tom

onokai@
dohok

u-kinikyo.or.jp

）。

　
抽
選
で
20
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

◆
し
め
切
り
は
５
月
末
日
。

＝
あ
て
先
＝

　
郵
便
番
号
０
７
８
―
８
３

４
１
　
旭
川
市
東
光
１
条
１

丁
目
１
番
10
号
　
道
北
勤
医

協
　
本
部
　
社
保
組
織
部
。

　
３
月
号
の
答
え
は
「
ひ
な

ま
つ
り
」。
応
募
総
数
は
１

２
２
通
（
ハ
ガ
キ
56
通
・
メ

ー
ル
26
通・応
募
用
紙
40
通
）

で
し
た
。
20
人
の
方
が
当
選

し
ま
し
た
。

＝
当
選
者
＝
（
敬
称
略
）

　
五
十
嵐
公
一
、
岩
田
正
、

川
端
里
奈
、
倉
本
国
子
、
東

海
林
幸
子
、
花
本
薫
、
福
井

重
義
、
三
井
泰
雄
、
森
田
忠

夫
、山
中
靖
子
、蓬
田
道
子
、

渡
邊
宏
幸
（
以
上
旭
川
市
）

瀬
川
里
美
（
名
寄
市
）
片
岡

貴
美
恵
（
東
神
楽
町
）
安
藤

真
奈
美
、
白
坂
満
喜
子
、
野

村
香
（
以
上
稚
内
市
）
野
口

良
子（
枝
幸
町
）松
浦
由
莉
、

柳
郁
子
（
札
幌
市
）

1947年５月３日の施行を
記念する日

ヒ
ン
ト

アシキ ス
チ ヨビミズ
ヒモト ヤナ
ロ ツキジ
ヨ コマメ

ヤドカリ ン

クロスワードパズル３月号解答
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「道北の医療」

宅配しています
健康維持で好きな旅行を

深川友の会　川原三枝子さん

シ
リ
ー
ズ
◯104

で
す
が
、
仲
間
が
集
ま
り
和
気
あ

い
あ
い
と
昼
食
作
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
趣
味
は
旅
行
で
年
に
数
回
、
国

内
外
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
で
一
番
気
に
入
っ
た
の
は
、

娘
さ
ん
が
か
つ
て
留
学
し
て
い
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン

で
、
既
に
２
回
訪
れ
ま
し
た
。

　「
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
好
き
な

旅
行
に
も
行
け
ま
す
」
と
川
原
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
プ
ー
ル
に
通
っ

た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
な

ど
日
常
的
に
運
動
し
、
健
康
維
持

を
心
が
け
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
深
川
市
で
道
北
の
医
療
10
部
を

配
布
し
て
い
る
川
原
さ
ん
。
幌
延

生
ま
れ
で
、
中
学
２
年
の
時
に
深

川
市
に
転
居
し
ま
し
た
。
労
働
組

ふ
ま
ね
っ
と
で

楽
し
い
時
間
を

春
光
友
の
会

　
春
光
友
の
会
は
２
０
１
４

年
７
月
か
ら
毎
月
２
回
「
ふ

ま
ね
っ
と
運
動
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
春
光
の
町
内
会
館

を
会
場
に
、
毎
回
８
～
９
人

の
友
の
会
員
さ
ん
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
最
年
長
は
88
歳

の
方
で
す
。

　
朝
10
時
に
集
ま
り
、
講
師

を
務
め
る
春
光
友
の
会
の
内

島
章
子
事
務
局
長
を
中
心

に
、
準
備
運
動
の
段
階
か
ら

わ
い
わ
い
と
楽
し
そ
う
な
様

子
で
す
。

　
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
は
丁
寧

な
指
導
を
受
け
な
が
ら
順
番

に
足
を
運

び
ま
す
。

難
し
い
ス

テ
ッ
プ
を

ク
リ
ア
で

き
た
時
は

不
安
と
緊

張
が
一
気

に
と
け
、

笑
顔
が
あ

道
北
の
医
療
を
楽
し
み
に

旭
川
市

　
馬
場
　
純
子
さ
ん

　
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い

ま
す
。
友
の
会
各
地
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
を
見
る
の
が
好
き
で

す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も
子
ど

も
と
調
べ
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
実
態
に
驚
き

剣
淵
町

　
佐
々
木
美
散
さ
ん

　
厳
寒
の
旭
川
に
ホ
ー
ム
レ

ス
生
活
を
し
て
い
る
方
々
が

い
る
実
態
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
方
々
の
生
活
が
少
し

で
も
良
く
な
る
こ
と
を
願
わ

　
毎
月
「
道
北
の
医
療
」
配
布
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
道
北
の
医
療
を
お
届
け
す
る
た
め

に
、
転
居
さ
れ
る
会
員
さ
ん
、
道
北
の

医
療
の
配
布
先
が
空
き
家
等
の
場
合

は
、お
手
数
で
す
が
友
の
会
事
務
局（
電

話
33
・
１
１
１
７
）
ま
で
ご
連
絡
お
願

い
し
ま
す
。

◇�

転
居
、
配
布
先
不
明
の
場
合

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

春
の
訪
れ
に
心
明
る
く

枝
幸
町

　
牧
野
　
智
野
さ
ん

　
暖
か
い
日
が
続
き
、
春
を

感
じ
て
心
が
明
る
く
な
り
ま

す
。
桜
が
咲
く
の
が
待
ち
遠

し
く
な
り
ま
す
。

　
毎
月
１
回
の
配
布
で
す
。
健
康
づ
く

り
も
兼
ね
て
、
ご
近
所
周
り
の
数
部
で

も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
配
布
可
能

な
方
は
友
の
会
役
員
さ
ん
や
職
員
、
各

院
所
受
付
に
お
申
し
出
頂
く
か
、
友
の

会
事
務
局
（
電
話
33
・
１
１
１
７
）
ま

で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

◇「
道
北
の
医
療
」
配
布
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

富良野友の会

　
読
者
の
ひ
ろ
ば
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
本
紙
記
事
の
ご
感
想

や
ご
意
見
、
み
な
さ
ま
の
日

常
の
出
来
事
、
絵
手
紙
な
ど

の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
ご
応
募
と
一
緒
に
ど
う

ぞ
。
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
（
編
集
部
）。

し
み
に
来
て
い
ま
す
。
ス
テ

ッ
プ
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
講
師
が

楽
し
く
進
め
て
く
れ
ま
す
」

と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

■一条通病院
日時：５月13日㈯12時開始予定
場所：神楽岡公園

■旭川医院
日時：５月20日㈯12時開始予定
場所：忠別公園

■旭川北医院
日時：�６月11日㈰12時開始予定
場所：旭川北医院正面玄関

■ながやま医院
日時：５月20日㈯12時30分開始
場所：ながやま医院駐車場

※�詳細は各院所の案内チラシを
ご参照ください。

友の会お花見交流会
のお知らせ

合
の
事
務

と
し
て
25

年
勤
務

し
、
そ
の

後
教
材
販

売
の
仕
事

に
就
か

れ
、
現
在

ふ
れ
る
と
同
時
に
拍
手
喝
采

で
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
時

間
半
が
過
ぎ
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
こ

こ
で
み
ん
な
と
会
う
の
を
楽

総会で健康エクササイズ
４月開催の総会では議事の後に、足を鍛える
エクササイズ。足上げバッチリです。

東光友の会

毎年恒例の友の会健診
年１回の健康チェックに、一条通病院に来院。
健診後、笑顔で記念の一枚です。

読
者
の
み
な
さ
ま
へ


